『要説世界史　改訂版』についてのシラバス案
	科目
	世界史Ａ
	単位
	2
	学年
	
	科目の
到達目標
	近代以前の諸地域世界の特質と相互の交流を概略的に把握させ，近現代史を中心に，地球世界としての現代世界における人類の課題を追究させ，具体的かつ多角的に考察させる。その際，日本と世界とのつながりに着目させ，国際社会に生きる日本人としての主体的な態度を養う。

	使用教科書
	『要説世界史　改訂版』（山川出版社）
	
	


※時間数(1)では計70時間，(2)では第１・２章を圧縮した計62時間のモデルを示した。
	月
	時間数
	学習項目
	学習内容
	評価の観点
	評価方法

	
	(1)
	(2)
	
	
	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	技能
	知識・理解
	

	４
	1
	1
	序章　古代文明の形成
	・気候や地形など自然環境と歴史・文明の関係を考える。
・人類の進化と文明の形成を理解する。
	・自然環境と人類の歴史との関係に関心をもつ。
・農耕や牧畜，遊牧などに関心をもち学ぼうとする。
	・なぜ人類が進化をとげたのか考え，文章にまとめる。
・文明の形成と道具や技術について考え，文章にまとめる。
	・考古学資料や写真などを適切に活用している。
	・人類の特性や文明の成立ちを理解している。
	授業態度
発問評価


	４
	3
	2
	第１章　諸地域世界の形成と交流
１．東アジア世界・内陸アジア世界
	・東アジア世界の特質と周辺地域との関連を理解する。
・内陸アジア世界の動向と中国への影響を理解する。
	・東アジア世界の特色や周辺との関連に関心をもつ。
・内陸アジアと中国の歴史の関連を学ぼうとする。
	・東アジア世界の動向を大きな流れで考え，文章にまとめる。
・中国の歴史が内陸アジアから影響を受けたことに気付く。
	・地図や王朝変遷図を有効に活用している。
・写真や絵図などの資料を集め，適切に活用している。
	・東アジア世界の特質や国際関係を含めて理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	４
	1
	
	世界と日本①　東アジア世界と日本
	・日本と中国・朝鮮との交流をまとめる。
・交流による文化・政治への影響を理解する。
	・日本と東アジア世界との交流に関心をもち学ぼうとする。
	・日本が使節の派遣や交易によって東アジア世界と交流していたことを考え，文章にまとめる。
	・年表を作成して効果的に表現している。
・地図や絵図などの資料を適切に活用している。
	・日本が東アジア世界との交流によって影響を受けてきたことを理解している。
	授業態度
発問評価
発表と討議
課題の提出

	５
	2
	1
	２．南アジア世界・東南アジア世界
	・南アジア世界の特質を宗教の変遷から理解する。
・東南アジア世界の文化の多様性を理解する。
	・南アジア世界や東南アジア世界の特色に関心をもち学ぼうとする。
	・南アジア世界や東南アジア世界が多様な文化をもったことに気付く。
	・地図を有効に活用している。
・写真や絵図などの資料を集め，適切に活用している。

	・南アジア世界や東南アジア世界の宗教の多様性と，他地域との交流の多様性を理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	５
	2
	1
	３．西アジア世界
	・西アジア世界の特質を宗教面から理解する。
・古代オリエント文明の特色を理解する。
・イスラーム世界の変遷を概略的に理解する。
	・西アジア世界の特色に関心をもつ。
・西アジア世界やイスラーム世界の広がりに関心をもち学ぼうとする。
	・西アジア世界で一神教が成立したことに気付く。
・古代オリエント文明の特色やイスラーム文明の広がりと特色を考え，文章にまとめる。
	・地図を活用して西アジア世界の広域性を表現できる。
・地図や絵図などの資料を適切に活用している。
	・西アジア世界の宗教，文字や技術などが周辺地域や後世に影響を与えたことを理解している。
・イスラーム世界の広がりと特色を理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	５

・

６
	3
	2
	４．ヨーロッパ世界
	・ヨーロッパ世界の特質をキリスト教から理解する。
・古代地中海世界の文明を理解する。
・ヨーロッパ世界の形成・発展・変化の歴史を理解する。
	・ヨーロッパ世界の特色に関心をもつ。
・古代地中海世界とヨーロッパ世界との関連に関心をもち学ぼうとする。
	・古代地中海世界の文化がヨーロッパ世界の基層文化となったことに気付く。
・キリスト教を中心にヨーロッパ世界の特色を考え，文章にまとめる。
	・地中海世界とヨーロッパ世界の広がりについて地図を活用している。
・写真や絵図などの資料を集め，適切に活用している。
	・キリスト教を中心に古代地中海世界とヨーロッパ世界の関連を理解している。
・ヨーロッパ世界を形成した諸民族と文化の特色を理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	６
	1
	1
	５．諸文明を結ぶネットワーク
	・ユーラシアの交流圏を陸・海双方から理解する。
・アフリカ・地中海・東南アジアの交流圏を理解する。
	・諸文明間の交流や結びつきに関心をもつ。
・諸文明間の交流について具体的に学ぼうとする。
	・早くから活発な交易が行われていたことに気付く。
・諸文明間の交流や結びつきの場面を考え，文章にまとめる。
	・交流のネットワークについて地図を活用している。
・交易品や文化の影響などの絵図や写真を適切に活用している。
	・ユーラシアが陸上，海上双方で交流の舞台となったことを理解している。
・交易の内容や文化の融合について理解している。
	授業態度
発問評価
発表と討議
課題の提出

	６
	4
	3
	第２章　結びつく世界
１．アジアの諸帝国

	・明清時代の中国と周辺地域の動向を理解する。
・ティムール・オスマン・ムガルなどイスラーム専制王朝の特色を理解する。
	・明清時代の東アジアと周辺について関心をもつ。
・イスラーム世界の再編に関心をもち学ぼうとする。
	・東アジアの国際秩序が中国を中心にできあがったことを考え，文章にまとめる。
・イスラーム世界が空前の繁栄をみせたことに気付く。
	・写真や絵図などの資料を集め，適切に活用している。
・明清時代の中国やオスマン帝国について地図を有効に活用している。
	・明清時代の中国の発展や文化について理解している。
・イスラームのもつ柔軟性と他民族支配の特色について理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	６

・７
	5
	4
	２．近世ヨーロッパの形成と発展

	・ヨーロッパ世界の拡大と社会の変化を理解する。
・16～18世紀の主権国家の形成を理解する。
・世界商業の展開を理解する。
	・ヨーロッパ人の世界進出と文化の変容に関心をもつ。
・ヨーロッパ諸国の国際関係に関心をもち，諸国の競争について学ぼうとする。
	・世界が一体化し始めたことに気付く。
・ヨーロッパ諸国の王権が強化されていったことを考え，文章にまとめる。
	・ヨーロッパ人の世界進出について地図を活用している。
・写真や絵図などの資料を集め，適切に活用している。
	・ヨーロッパ諸国が世界進出しつつ国際関係をつくりあげたことを理解している。
・主権国家のあり方を理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	７
	1
	
	世界と日本②　世界商業の展開と日本
	・世界商業の展開と日本の関係をまとめる。
・16世紀からの交流が日本に与えた影響を理解する。
	・世界商業の展開と日本の関係について関心をもち学ぼうとする。
	・ヨーロッパ人の渡来と日本への影響に気付く。
・この時期の日本の主体的な関わりについて考え，文章にまとめる。
	・年表を作成して効果的に表現している。
・地図や絵図などの資料を適切に活用している。
	・世界商業が日本に与えた影響や日本の役割について理解している。
	授業態度
発問評価
発表と討議
課題の提出

	９
	5
	6
	第３章　ヨーロッパ・アメリカの工業化と国民形成
１．革命の時代の到来

	・産業革命の背景・展開・影響について理解する。
・アメリカ独立革命の動向と意義を理解する。
・フランス革命とナポレオン時代のヨーロッパを理解する。
	・産業革命がもたらした社会的影響に関心をもつ。
・アメリカやフランスでの革命について関心をもち学ぼうとする。
	・ヨーロッパの近代が革命によってもたらされたこに気付く。
・革命における人々の行動や，革命がもたらした社会的影響について考え，文章にまとめる。
	・年表を作成したり，史料を活用したりしている。
・ナポレオン時代について地図を適切に活用している。
・絵図の読み解きなど資料を適切に活用している。
	・産業革命の内容と意義について理解している。
・アメリカの独立の経緯と意義について理解している。
・フランス革命とナポレオン時代をヨーロッパ全体から理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	９

・

10
	7
	8
	２．自由主義と国民主義の進展

	・19世紀前半のヨーロッパ市民社会の成立を理解する。
・19世紀後半のヨーロッパ諸国の再編を理解する。
・南北アメリカの動向を理解する。
・19世紀の欧米文化の特色を理解する。
	・ヨーロッパ市民社会の成立と発展について関心をもち学ぼうとする。
・アメリカの発展と先住民や黒人の関係に関心をもつ。
・19世紀の欧米文化に具体的な関心をもち学ぼうとする。
	・19世紀前半のヨーロッパでの自由主義やナショナリズムのあり方を考え，文章にまとめる。
・19世紀後半の欧米社会が各国独自に統合されていったことに気付く。
・19世紀の文化の特色，科学技術の発展の意義を考え，文章にまとめる。
	・ヨーロッパの国際関係やナショナリズムの高まりについて地図を有効に活用している。
・写真や絵図，さらに風刺画などを集め，適切に活用している。
	・19世紀前半のヨーロッパ社会の特色を理解している。
・19世紀後半の欧米が独自に国家統合され，国際関係が複雑化したことを理解している。
・19世紀の欧米文化に市民社会が反映されていたことを理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	10
	1
	1
	第４章　アジア諸国の変貌
１．オスマン帝国の動揺と民族の自覚

	・オスマン帝国の衰退と国内改革を理解する。
・西アジア・中央アジアへの列強の進出を理解する。
	・イスラーム勢力の衰退について関心をもつ。
・イスラーム側の危機意識に関心をもち学ぼうとする。
	・イスラーム勢力が西欧諸国との関係で危機になったことに気付く。
・オスマン帝国の近代化やイスラーム復興主義について考え，文章にまとめる。
	・オスマン帝国やイランの衰退について地図を有効に活用している。
・写真や絵図などの資料を集め，適切に活用している。
	・西アジア諸国が直面した危機にどのように対応したか理解している。
・ロシアの南下政策や英仏の進出について理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	10
	1
	1
	２．南アジア・東南アジアの植民地化

	・イギリスによる南アジアの植民地化を理解する。
・東南アジアの植民地化の進行を理解する。
	・インドの植民地化について関心をもつ。
・東南アジアへの列強の進出に関心をもち学ぼうとする。
	・イギリスがインドを植民地化した理由を考え，文章にまとめる。
・東南アジアの植民地化と商品作物の関係に気付く。
	・地図を有効に活用している。
・植民地化の内容について，資料や写真などを集め，適切に活用している。
	・イギリスのインド支配を段階的に理解している。
・列強の東南アジア支配の特色とタイの独立を理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	10

・

11
	3
	3
	３．東アジアの変容と日本の動向

	・中国の開国と列強の進出による影響を理解する。
・日本の開国と朝鮮・中国への進出を理解する。
	・東アジア諸国の開国のいきさつに関心をもつ。
・東アジアの近代と日本の関係に関心をもち学ぼうとする。
	・東アジア諸国の開国に差異があったことに気付く。
・開国に対する中国の対応と日本の対応を比較して考え，文章にまとめる。
	・貿易の状況についてグラフなど資料を活用している。
・絵図や風刺画の読み解きなど，資料を有効に活用している。
	・中国の開国により東アジアの伝統的秩序が崩れていったことを理解している。
・日本が開国後急速に近代化したことを理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	11
	1
	
	世界と日本③　19世紀の世界の一体化と日本
	・一体化が進む世界に日本が関わったことを把握する。
・世界との関わりによる日本への影響を理解する。
	・19世紀の世界への日本の関わりについて関心をもち学ぼうとする。
	・漂流民や欧米諸国への訪問団が日本の近代化に貢献したことに気付く。
	・年表を作成して効果的に表現している。
・地図や絵図などの資料を適切に活用している。
	・世界の一体化が進むなかで日本が世界と積極的に関わるようになったことを理解している。
	授業態度
発問評価
発表と討議
課題の提出

	11
	2
	2
	第５章　世界戦争と平和
１．帝国主義の成立と列強の情勢

	・帝国主義時代の社会的特色を理解する。
・欧米列強の国内情勢を理解する。
	・帝国主義時代の社会について関心をもつ。
・欧米列強の社会的特色に関心をもち学ぼうとする。
	・工業化の進展によって世界の一体化が一層進んだことに気付く。
・欧米列強の国内問題について考え，文章にまとめる。
	・地図やグラフなどを活用している。
・帝国主義時代特有の資料を集め，適切に活用している。
	・大量生産，大量消費の時代の到来を理解している。
・列強が国民統合を進めていったことを理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	11
	3
	3
	２．世界分割とアジア・アフリカ

	・欧米列強による世界分割の展開を理解する。
・19世紀末から20世紀初めのアジア諸地域の民族運動を理解する。
	・世界的規模で植民地化が進行したことに関心をもつ。
・アジア各地での民族運動の高まりに関心をもち学ぼうとする。
	・世界分割の進行が列強間の対立をもたらすことに気付く。
・アジア各地の多様な民族運動について考え，文章にまとめる。
	・地図を活用して世界分割を明らかにしている。
・絵図や風刺画の読み解きなど，資料を有効に活用している。
	・アフリカ，太平洋，中国への列強の進出を理解している。
・各地の民族運動の成功と挫折を理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出

定期考査

	12

・

１
	9
	10
	３．二つの世界大戦とその影響

	・第一次世界大戦と大戦後の欧米社会の動向，アジアの民族運動を理解する。
・第二次世界大戦の背景と動向を理解する。
	・世界規模で行われた戦争について関心をもち学ぼうとする。
・世界戦争の原因と影響について関心をもつ。
	・第一次世界大戦の特色を考え，アジアへの影響について気付く。
・第二次世界大戦の背景と戦争の局面が転換したいきさつを考え，文章にまとめる。
	・二度の世界大戦について地図を有効に活用している。
・写真，映像，文字資料などを集め，適切に活用している。
	・第一次世界大戦の経緯とアメリカの役割について理解している。
・第二次世界大戦の経緯と戦争の影響の大きさについて理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出

定期考査

	１
	2
	2
	第６章　三つの世界の形成
１．冷戦期の世界と日本

	・冷戦時代の東西対立の状況を理解する。
・ヨーロッパと日本の復興・発展を理解する。
	・東西対立について関心をもち学ぼうとする。
・冷戦時代の日本の関わりに関心をもつ。
	・世界各地で紛争が冷戦の影響によるものと気付く。
・ヨーロッパと日本がどのように復興したか考え，文章にまとめる。
	・地図を活用して冷戦期の世界を明らかにしている。
・写真，映像，文字資料などを集め，適切に活用している。
	・東西陣営が形成されて冷戦が構造化されたことを理解している。
・日本の民主化と経済成長のいきさつを理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	１
	2
	2
	２．アジア・アフリカ・ラテンアメリカの自立と課題

	・冷戦期のアジア・アフリカ・ラテンアメリカ諸国の動向を理解する。
・「三つの世界」が形成されたいきさつを理解する。
	・諸民族の自立によって第三の世界ができたことに関心をもつ。
・アジア，アフリカ，ラテンアメリカの課題に関心をもち学ぼうとする。
	・諸民族の自立が冷戦構造を変えていったことに気付く。
・諸民族の自立が先進国に及ぼした影響について考え，文章にまとめる。
	・写真，映像，文字資料などを集め，適切に活用している。
	・世界大戦後の諸民族の独立と課題について理解している。
・第三の世界が形成されたことの意義を理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	２
	2
	2
	３．米ソ両大国の動揺
	・核開発と平和共存について考える。
・米ソ両国の威信・指導力が低下したことを理解する。
	・核開発とその問題について関心をもち学ぼうとする。
・米ソが直面した問題に関心をもつ。
	・平和共存には大国の話し合いだけでなく市民運動も重要となったことに気付く。
・米ソのリーダーシップが低下した原因を考え，文章にまとめる。
	・資料を適切に選択し，活用している。
	・社会主義がなぜ動揺したかを理解している。
・アメリカがベトナムから撤退した意義について理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	２
	1
	1
	第７章　グローバル化する世界
１．大国の動揺と国際経済の危機

	・世界経済が構造的に変容したことを把握する。
・産業の構造が転換され，地域間の相互依存が強まったことを理解する。
	・世界経済のグローバル化や産業構造の転換について関心をもち学ぼうとする。


	・石油危機後の世界経済が構造的な危機に直面したことを考え，文章にまとめる。
	・グラフや表などを有効に活用している。
	・石油危機の影響や通貨制度の変化を理解している。

・先進国経済がハイテク産業に重心をおくようになったことを理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	２
	1
	1
	２．社会主義の後退と冷戦の終結

	・ソ連の改革と冷戦の終結を把握する。
・東欧諸国が自由化され，ソ連も解体したことを理解する。
	・社会主義がゆきづまったことに関心をもち学ぼうとする。
	・ソ連の改革が東欧諸国の革命を進めたことに気付く。

・社会主義諸国が市場経済に移行したことを考え，文章にまとめる。
	・写真，映像，文字資料などを集め，適切に活用している。
	・社会主義が後退して市場経済や複数政党制が導入されたことを理解している。

・冷戦終結の宣言が出された経緯を理解している。
	授業態度
発問評価
課題の提出
定期考査

	２
	2
	2
	３．グローバル化と多極化

	・20世紀末からの欧米・アフリカ諸国の動向を理解する。
・20世紀末からのアジア諸地域の動向を理解する。
	・20世紀末からの多極化について関心をもつ。

・欧米，アフリカ，アジアなどの現状に関心をもち学ぼうとする。
	・欧米諸国にも経済的課題や民族問題があると気付く。

・アフリカでは紛争や経済の低迷が続いていることを考え，文章にまとめる。

・アジア諸国の民主化について考え，文章にまとめる。
	・写真，映像，文字資料などを適切に選択して集め，有効に活用している。

・著名な人物を調べて発表する。
	・世界経済がグローバル化しつつも，各地が多様な問題をかかえていることを理解している。

・アジア，アフリカ，ラテンアメリカ諸国の課題を歴史的に理解している。
	授業態度
発問評価

発表と討議
課題の提出
定期考査

	２
	1
	1
	４．地球社会への歩み

	・現代の国際社会の課題を考える。
・科学技術の発展や環境問題を地球規模で考える。
	・諸地域間の経済格差について関心をもち開発や国際平和について学ぼうとする。

・科学技術の進歩や環境問題に関心をもつ。
	・低所得国における諸問題と

国際平和のあり方について考え，文章にまとめる。

・情報化の進展や環境問題などを地球規模で考え，文章にまとめる。
	・写真，映像，文字資料などを適切に選択して集め，有効に活用している。

・国際平和や地球規模での人類の課題を調べて発表する。
	・現代の諸地域間での経済格差是正や国際平和の実現には地球規模での協力が必要なことを理解している。

・科学技術が飛躍的に進歩し環境問題へは地球規模の対応が必要と理解している。
	授業態度
発問評価

発表と討議
課題の提出


	３
	4
	2
	主題学習　これからの世界に生きるために
	・21世紀の人類の課題について自ら主題を設定し，調べ，考察し，意見を発表する。
	・人類の課題について関心をもち主体的に調べようとする。

・他者の発表に対して関心をもつ。
	・問題点を整理してどのように調べるか気付く。

・調べた内容について考え，文章にまとめる。
	・意見の発表やプレゼンテーションを主体的に行っている。

・資料を適切に活用している。
	・適切な調べ方を理解している。

・発表の仕方について理解している。
	授業態度

発表と討議

課題の提出


配当授業時間数の例(1)では，計70時間（２単位×35週）のモデルを示した。「世界史の中の日本」についても１時間の配当をし，主題学習にも４時間をあてた。

配当授業時間数の例(2)では，学校行事や定期考査で授業数が確保できない現状をふまえ，計62時間（２単位×31週）のモデルを示した。第１章・第２章は圧縮し，諸文明の特質を巨視的に扱うようにし，近現代史に時間をあてた。
